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＊これは、平成 29年度に佐久市教育委員会が行った発掘調査などについてのダイジェスト版です。

　もっと詳しく知りたい人は「佐久市文化財年報 27」を見てください。

　年報 27は佐久市内の図書館と小・中学校に配布されています。

平成 31年３月作成

佐久のお宝展＆子どもも大人も考古学教室
８月 11日・12 日　文化財事務所移転・夏休み特別企画

考古遺物展示室のオ－プン記念特別展示や、勾玉づくりと歴史のお話しを行った考古学教室。土器接合

体験、土器・石器と記念写真、プロモデラ－の作品展示など、盛りだくさんの内容で行った夏の一大イ

ベントには、368 名の来場者がありました。

龍岡城五稜郭築城１５０周年記念事業
11 月 18日。午前は龍岡城五稜郭めぐり、お台所一般公開、龍岡城五稜郭・田野口藩ゆかりの文化財散策。

午後の記念式典では、長野県立歴史館学芸部文献史料課の中野亮一氏による講演『佐久の先人「大給恒」を語る』

と湯原神社式三番保存会による『湯原神社式三番』の上演が行われました。

西八日町遺跡Ⅶ（岩村田）
宅地造成工事に伴い発掘調査が行われました。

弥生時代から平安時代の竪穴住居址 11 軒、

掘立柱建物址 1棟が発見されました。

大豆田遺跡Ⅴ（長土呂）
分譲地造成工事に伴い発掘調査が行わ

れました。

弥生時代から平安時代の竪穴住居址 5

軒、竪穴建物址 1棟、溝址 6条などが

発見されました。

藤ケ城跡Ⅳ（岩村田）
岩村田小学校改築工事に伴い発掘調査が行

われました。

弥生時代から平安時代の竪穴住居址14軒、

掘立柱建物址３棟、溝址 1条、土坑５基、

土塁１箇所などが発見されました。

西一本柳遺跡ⅩⅩⅡ（岩村田）
都市公園整備事業に伴い発掘調査が行わ

れました。

弥生時代から平安時代の竪穴住居址 19

軒、掘立柱建物址３棟、古墳１基、周溝

墓４基、溝址 10 条、土坑 22 基などが発

見されました。

古仁田遺跡Ⅱ（根々井）
宅地造成工事に伴い発掘調査が行われ

ました。

弥生時代後期の溝址２条、中世の土坑

などが発見されました。

家地頭２号墳（常田・塚原）
アパ－ト新築造成工事に伴い発掘調査が行わ

れました。

時期不明の古墳が１基発見さ

れました。

上聖端遺跡Ⅳ（長土呂）
社屋建設工事に伴い発掘調査が行われました。

奈良・平安時代の竪穴住居址３軒、掘立柱建

物址２棟が発見されました。

道常遺跡Ⅲ（長土呂）
サ－ビス付高齢者向け住宅建築工事に

伴い発掘調査が行われました。

奈良・平安時代の竪穴住居址 15 軒、

掘立柱建物址 6棟、中世の竪穴建物址

5棟などが発見されました。

西近津遺跡ⅩⅠ（長土呂）
宅地造成工事に伴い発掘調査が行われました。

　　　　　　平安時代の土坑３基、溝址２条

　　　　　　などが発見されました。
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勾玉づくり

展示室見学

歴史のお話し

←遺跡近景（北から）
↓家地頭２号墳全景

←遺跡全景

調査区中央全景→

調査区西側全景↓ 調査区東側全景↓

全景→

←調査区西側全景
←住居址カマド周辺の
遺物出土状況（古墳時代）

↑古墳の石室

カマドに架けられた土器（古墳時代）→

火災で焼失した住居に
残された弥生土器↓

調査区南側全景→

弥生時代の溝址（環濠）から出土した土器→

Ｄ 1号土坑　牛骨出土状況↓Ｈ 5 号住居址から出
土した「神」と墨で書
かれた土器↓

Ｈ 1 号住居址から出
土した土器→

土器接合

プロモデラ－作品展示

五稜郭めぐり

龍岡城五稜郭・田野口藩
ゆかりの文化財散策
『蕃松院』

『湯原神社式三番』
湯原神社式三番保存会による上演

記念講演
佐久の先人『大給恒』を語る


